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「憲法 9条を守る学習会」に 80 人！ 
演題「国民投票法案のねらうもの!」 成嶋 隆 新潟大学法学部教

授 参 加 者 の 感 想 

今や一斉に抗議のとき 

 講演を聞き、ことはもはや９条という条

文改悪を越え、憲法改悪なのだということ

がわかった。もしこれが通れば、なぜあの

時止めなかったかという後悔の念にさいな

まれるだろうし、時はすでに遅い。 
 今や事態は全国一斉抗議デモ位の意思表

示が必要なときだ。そうでもしない限り、

マスコミも、為政者も、残念だが国民も、

目が覚めない。（男性） 
 

ここまで来たか 

 今回の講演を聞いて最も驚いたのは、憲

法改正の動きが思っていたより進んでいる

ことだった。多くの国民は、憲法改正等を

もっと先の話だと思っているのではないだ

ろうか。 
 そして、この改正計画は、実にたくみに

進められていることにも驚かされた。96 条
はまさにそうだ。こうした本当のねらいを、

多くの人に知らせていくことが大切ではな

いだろうか。（60代 男性） 

2月 4日（土）憲法・国民投票法案の学習
会が新津地域保健センターで開催され、今

季最大の寒気が襲来し雪の舞う中、予想を

大きく上回る 80人が集いました。講師に成
嶋隆さん(新潟大学法学部教授)を迎え、熱心
に学習し、参加者一人ひとりが今後の運動

への確信となる学習会となりました。 
 事務局からの訴えに、7 人の入会者と
8,200円のカンパが寄せられました。 
現在、入会者は 200人を超えました。 
 

熱心にメモを取りながら講演を聴く参加者 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新発田九条の会からのエール！ 

 先日の成嶋講演からの帰りに所用があったた

め、挨拶もそこそこで失礼しました。 
 成嶋先生の話は、20年ほど前「PKO法案」に
ついて聞いたことがありました。そのとき、法

律素養十分でないため「細かい話だ」と思いま

した。今回の自民党の新憲法草案・国民投票法

案の話はよくわかり、感服しました。この機会

を得たことを喜ぶとともに、主催者に厚くお礼

を申し上げます。新発田九条の会会報を同封し

ました。今後はお互いに情報交換もできればと

願っています。  
新発田九条の会事務局 高橋眞澄 

 
事務局からのお願い！ 

◇ 宣伝用のニュースを同封しました。「九条の

会」をもうひとまわり大きくして下さい！ 
◇ 「九条の会」のポスターとリーフレットを活

用してください！ 
ポスターは 1枚 100円、リ－フレットは無料
です。事務局に連絡して下さい。 

◇ 職場や地域で大小さまざまな学習会を開き

ましょう！ 講師依頼などについては、事務

局でお手伝いします。 
◇ 事務局員募集中！ 
「九条の会」のアピールに賛同する人であれ

ば、どなたでも大歓迎です！ 
 

 
 
 
 
 
 

呼びかけ人・事務局会議をひらきます 

日 時  2月 25日（土） 14：00～15：30 
場 所  新津教育会館 
議 題  これからの活動について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 成嶋隆さんの講演要旨 

 2005年 10月 28日、自民党の「新憲法草
案」が発表されました。10月 31日には、民
主党の「憲法提言」も公表され、改憲に向け

た動きは急ピッチで進められ、猶予ならない

段階に来ています。 
 ９条のタイトルは、「戦争の放棄」から「安

全保障」、軍事力の行使を排除しないものに

変えられようとしています。自衛軍の保持

（戦争の手段）が明記され、国の交戦権を認

めることにより、これまで軍事大国にならな

いようにされていた歯止めがなくなってし

まいます。 
 軍事裁判所が設置されることにより、軍に

論理がまかり通ることになります。「文民統

制」（シビリアン・コントロール）も不完全

で、アメリカ主導の軍事行動への参加も許容

されることになり、軍事大国化のためのハー

ド面が完成します。自民党案９条の３項で

は、「緊急事態における公の秩序の維持の活

動」が新設されます。これは、軍隊が国民に

銃を向けることを意味しています。沖縄戦で

は、軍が住民を殺す事態が各地で起きまし

た。 
 今の国会に国民投票法案が提出されます。

その狙いは、改憲を現実化することに他なり

ません。改憲への環境整備であり、外堀を埋

めるためのものです。 
自民党案は、「押し付け憲法」論を展開し、

現憲法の改正ではなくて、新しい憲法を作り

直す体裁をとろうとしています。「新憲法の

制定」なのだから、「一括投票」が当然なの

だとの論理を展開し、押し付けようとしてい

ます。 
国民の中には、環境権やプライバシー権など

の新しい権利を書き込むのに賛成という人

がいます。この人たちを憲法９条の改憲に誘

い込むために、一括投票方式をとろうとして

います。これは、毒薬を甘い薄皮でくるんで

飲ませるやり方です。 
また、国民投票の運動期間を短くして、ド

サクサ紛れに投票させようとしたり、投票運

動に規制をかけて、自民党草案のひどさが伝

わらないようにしたりする仕掛けが、この法

案には隠されています。 
 こうした仕掛けにだまされないように、こ

の法案そのものに反対していくことが大事

です。 

ホームページを開設しました 

 平和のメッセージを発信する「新津・小須戸

九条の会」のホームページを開設しました。 

ｱﾄﾞﾚｽ http://www.k4.dion.ne.jp/~nk-9jo 

「九条の会」事務局長 

小森陽一(東京大学教授)来る！ 

3.25 県民大集会 記念講演 

「憲法をめぐる情勢と国民運動への課題」 

3 月 25 日(土） 13：30 ～ 15：15 

新 潟 市 体 育 館 

主催 3･25 新潟県民大集会実行委員会 


